
鎌倉市議会基本条例を制定しました
～鎌倉市議会ってどんなところ？Vol.11～

　市民福祉の向上を図るため、議員が自由で活発な透明性の高い議論を進めて、より開かれた議会を目指すことが求められて
います。このため、議会及び議員の活動の充実と活性化を図ることを目的として、議会運営に必要な基本事項を定めた議会基
本条例を制定しました。議会における最高規範となります。

議会基本条例で何が変わるの？

※カッコ内の数字は、会議の開催回数。

平成18年 6月
～20年 5月

平成24年 9月
～25年 2月

平成21年10月
～24年 7月

議会基本条例の制定を視野に入れ、
今後検討を進めていくことを確認
自治基本問題調査特別委員会（29回）

条例の素案（案）を作成
議会基本条例の策定に関する調査特別委員会（9回）

条例制定に向け、具体的な検討を開始
条例の骨子を作成
議会運営委員会（44回）

パブリックコメントを実施
26年12月定例会に条例案を提出、可決、公布
議会基本条例の制定に関する調査特別委員会（16回）

基本条例の全文は、市議会ホームページ等でご覧いただけます。

議会
報告会 反問権 自由討議　議会情報の公開と市民参

画のため、毎年、議会報告
会を開催することとなります。平成26
年には、市内2カ所で議会報告会＆意見
聴取会を試行実施しました。
　開催の際には、議会だより等でお知
らせします。

　今まで行政側は原則とし
て議員からの質問に対し、

答弁することに限られていました。今
回、質問の内容や議員の考え方を問う
ために、行政側から議員へ質問（反問）
することができると規定されました。
質問の質が高まり、より活発で政策的
な議論が深まることが期待されます。

　これまで各委員会の審査
においては、議案に対する

質疑が中心であり、議員と行政側との
やりとりが主でしたが、今後、議員同
士で自由に議論できる場を設けること
ができるようになります。積極的に議
論を行い合意形成に努め結論を出す環
境となることが期待されます。

平成25年10月
～26年12月

議会基本条例が制定されるまでの経過

議会基本条例で新たに明記された主な内容

議会基本条例の主な内容

市長等と議会との
関係について

市民と議会との
関係について

政治倫理について

条例の検証および
見直しについて

議会の
機能強化について

議員定数および
議員報酬について

議会および
議員について

平成27年
1月１日  鎌倉市議会基本条例 施行

なぜ議会基本条例が必要なの？

開かれた議会をめざして
さらに

【今後の定例会開会予定日】　2月定例会：2月12日（木）

•今定例会では、17名の議員が一般質問を行いました。
•当初、会期を12月19日までとしましたが、一般質問及び総務常任委員会

の審査に時間を要したため、会期を12月24日まで延長しました。
•市長提出議案として、専決処分1件を承認、条例関係議案9件、補正予算

議案6件、その他議案4件を可決、人権擁護委員（新任及び再任）の人事
議案1件に同意しました。

•議員提出議案として、「鎌倉市議会基本条例の制定について」ほか条例
関係議案１件及び「手話言語法の制定を求める意見書の提出について」
を可決し、陳情6件を採択しました。

鎌倉市議会基本条例を可決、平成27年１月１日施行
平成26年12月定例会（12月3日～24日）

本会議（12/3～11）··· ························一般質問､議案上程､採決 （１～4面）
各常任委員会等（12/12～22）··········議案･陳情審査等 （3・4面）
本会議（12/19、24）····· ····················委員長報告､議案上程､採決 （3・4面）
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